
未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！
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脳卒中や心筋梗塞といった循環器疾患は、ガン同様多くの人の命を奪う恐ろしい病気だ。生活習慣と

かかわりが深いといわれているが、何がどの程度影響するのかを正確に把握するためには、公衆衛生

学の知見が欠かせない。その第一人者である滋賀医科大社会医学講座の三浦克之教授は、人間の集団

を長期間にわたって定点観察して得たデータを分析することで、循環器疾患を発症する社会的要因を明

らかにし、予防策も講じようとしている。最新の研究内容を聞いた。

大学院生の
主な出身分野

◎病気や体調不良を研究
対象とする学問であるた
め、医学や看護学、薬学、
栄養学など、医療関連の
学問を修めた学生が多
い。ただ、病因の分析に
は医療分野に限らず広く
社会全体を観察する必要
があるため、工学部など
様々な分野からも学生が
集まる。

研究成果と
社会のかかわり

◎公衆衛生学では、人間
の集団を長期間にわたっ
て観察するため、そこで
得られた知見は正確性が
高く、政策に直結する。
また、研究を通して見え
てきた予防策について、
積極的に発信している。

人間の集団を観察し続け、
循環器疾患の克服・予防を目指す

滋賀医科大　社会医学講座公衆衛生学部門　三浦克之研究室

フローチャートで分かる三浦克之研究室

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎公衆衛生学は社会医学の一分野であり、疫学や栄養
学、看護学など、医学や人間の体・健康について追究
する学問とのつながりが深い。

看護学

薬学

工学

医学

など

栄養学

研究結果の
政策への反映

医療機関への
発信
など

一般の人への
病気予防の
啓発活動

疫学・
栄養学・看護学

など

社会医学

公衆衛生学

こう　そく
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　公衆衛生学では、習慣や階層、地域性といった社会的要因が病気にどのようにかかわって
いるかを研究します。病気は要因が複雑に絡み合っていることが多く、要因同士がどのような
関係にあるかも把握しなければなりません。そのため、人体の仕組みや病気の症状といった
医学の知識だけでなく、社会全体に対する深い理解と広い視野が求められます。
　研究では、人間の集団を長期間観察し、その結果を分析します。社会的要因の影響はすぐ
には現れませんし、予想と大きく異なる結果が出ることもよくあるので、粘り強さが求められ
ます。20年以上続く観察も多いため、１人の研究者が１つの集団を最後まで観察し、自分で
結果を分析できるケースは少数です。現在、社会的要因が見えてきた観察は、先輩研究者が
始めたものが多いのです。私も先輩から多くの研究を引き継ぎましたから、今度は自分が有意
義な研究を後輩に引き継げるように、新たな観察を始めています。この学問の研究には、自分
の名誉のためではなく、社会のために尽くそうとする気持ちが必要です。人々の健康を守るた
めに、10年後、20年後を見据えて種をまける方に学んでほしいと思っています。

社会に対する広い視野が求められる
公衆衛生学が求める学生像

どのようなことに対しても、「本当にそうだろうか？」と疑問を持つ
ことを大切にしましょう。そして、納得できないことはとことん調べ、

自分なりの答えを見いだしましょう。自分で考える習慣を高校時代に身に付けておけば、大学で
の学びは何倍も楽しくなると思います。

高校生へのメッセージ

社会に役立とうという気持ち

幅広い興味・関心

粘り強く取り組む姿勢

　

私
の
高
校
時
代
、

１
９
７
０
年
代
末
〜

80
年
代
初
頭
は
、
第

２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
や
ス
リ
ー
マ
イ
ル

島
原
子
力
発
電
所
事

故
な
ど
に
よ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
国

際
問
題
化
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
確
保
が
世
界
的
な
人
口
増
加
の
問
題

な
ど
に
絡
め
ら
れ
、
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
高
校
の
地
理
の
授
業
で
人

類
が
原
子
力
発
電
と
共
存
で
き
る
か
ど
う

か
を
考
え
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
私
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
人
口
増
加

に
つ
い
て
の
本
を
よ
く
読
む
よ
う
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
次
第
に
人
類
の
生
存
に
関
す
る

学
問
へ
と
関
心
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

特
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
生
活
習
慣

や
経
済
条
件
な
ど
の
社
会
的
要
因
と
人
間

の
健
康
と
の
関
係
を
研
究
す
る
学
問
、
社

会
医
学
で
す
。「
病
気
の
社
会
的
要
因
の

影
響
を
明
ら
か
に
し
、
病
苦
か
ら
多
く
の

人
を
救
い
た
い
」。
そ
ん
な
気
持
ち
が
日

に
日
に
高
ま
り
、
私
は
社
会
医
学
を
学
ぼ

う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
の
医
学
部
で
は
、
社
会
医
学
研
究

会
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
医
師
の

い
な
い
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
健
康
管
理
に
つ

い
て
地
域
住
民
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
機
会

が
多
く
、
病
気
を
防
ぐ
こ
と
に
強
い
関
心

を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
病
気
の
予

防
に
は
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
健
康
意
識
の

啓
発
に
加
え
、
政
策
な
ど
に
よ
る
社
会
全

体
へ
の
働
き
掛
け
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
基
盤
と
な
る
デ
ー
タ
を
整
え
た
い
と
、

私
は
公
衆
衛
生
学
の
研
究
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

公
衆
衛
生
学
と
は

社
会
医
学
の
一
分
野

で
あ
り
、
人
間
集
団

を
観
察
す
る
と
い
う

疫
学
的
手
法
に
よ
っ

て
病
気
の
社
会
的
要

因
を
分
析
し
、
解
決

策
や
予
防
策
を
講
じ

て
い
く
学
問
で
す
。
正
確
に
分
析
す
る
た

め
に
は
20
年
以
上
に
わ
た
る
観
察
が
必
要

な
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
日
本
人
の
死
因
の
約
３
割

を
占
め
る
重
大
な
病
気
で
あ
る
、
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
循
環
器
疾
患
、
更
に

糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
な
ど
の
循
環
器
疾

患
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
る
病
気
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
国
が
行
っ
た

研究を志したきっかけ

病気の社会的要因を
追究するために

社会医学を志した

研究概要

長期的観察により
循環器疾患の

予防策を見いだす

三
浦
克
之
　

教
授

み
う
ら
・
か
つ
ゆ
き　

滋
賀
医
科
大
社
会
医
学
講
座
公
衆
衛
生
学
部
門
教
授
。
同
大

ア
ジ
ア
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
同
大
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ア
ジ
ア
非
感
染
性
疾
患
（
Ｎ
Ｃ
Ｄ
）
超
克
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。

金
沢
大
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
滋
賀
医
科
大
公
衆
衛
生
学
部
門
准
教

授
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
日
本
疫
学
会
奨
励
賞
な
ど
を
受
賞
。
著
書
に
『
血
圧
を
下

げ
る
健
康
教
育
』（
共
著
、
保
健
同
人
社
）
な
ど
が
あ
る
。

2
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健
康
に
関
す
る
全
国
調
査
の
結
果
な
ど
に

よ
っ
て
、
病
因
を
分
析
す
る
の
で
す
。

　

80
年
と
90
年
の
２
年
分
の
「
国
民
栄
養

調
査
」
に
基
づ
く
研
究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
調
査
を
受
け
た
全
国
の
約
２
万
人
に
つ

い
て
、
存
命
か
ど
う
か
、
亡
く
な
っ
て
い

れ
ば
死
因
は
何
か
を
厚
生
労
働
省
の
統
計

資
料
な
ど
に
よ
っ
て
毎
年
追
跡
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
80
年
と
90

年
の
調
査
結
果
と
比
較
し
ま
す
。

　

長
期
間
の
追
跡
の
結
果
、
近
年
、
食
生

活
と
循
環
器
疾
患
と
の
興
味
深
い
関
係
が

見
え
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
80
年
当

時
30
歳
以
上
だ
っ
た
男
女
約
９
千
人
に
つ

い
て
、
追
跡
開
始
か
ら
24
年
分
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
魚
介
類
に
多
く
含

ま
れ
る
成
分
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
Ｄ
Ｈ
Ａ
の
１
日

の
合
計
摂
取
量
が
最
も
多
い
群
は
、
最
も

少
な
い
群
に
比
べ
、
循
環
器
疾
患
で
命
を

落
と
す
リ
ス
ク
が
約
２
割
低
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｄ
Ｈ

Ａ
の
摂
取
に
よ
っ
て
、
循
環
器
疾
患
を
予

防
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
生
死
と
死
因
を
追
跡
し
て
得
ら

れ
る
の
は
、
循
環
器
疾
患
で
亡
く
な
っ
た

人
の
デ
ー
タ
だ
け
で
す
。
循
環
器
疾
患
を

発
症
後
、
治
癒
し
た
人
の
デ
ー
タ
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、２
０
１
０
年
の「
国

民
健
康
・
栄
養
調
査
」
を
受
け
た
全
国
の

約
３
千
人
を
対
象
に
、
新
た
な
追
跡
調
査

を
始
め
ま
し
た
。
循
環
器
疾
患
や
そ
の
危

険
因
子
と
な
る
糖
尿
病
の
発
症
の
有
無
な

ど
に
つ
い
て
、
年
１
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
て
い
る
の
で
す
。
発
症
し
た
と
回

答
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
同
意
を

得
て
、
そ
の
人
が
受
診
し
て
い
る
医
療
機

関
か
ら
症
状
に
関
す
る
詳
し
い
資
料
を
取

り
寄
せ
、
検
査
内
容
や
診
断
理
由
な
ど
を

分
析
し
て
い
ま
す
。
追
跡
を
続
け
る
こ
と

で
、
循
環
器
疾
患
の
要
因
を
正
確
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
に
よ
っ
て
得
た
デ
ー
タ
を
病
気
の

予
防
に
生
か
す
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
特
定
保
健
指
導
で

行
う
べ
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
体
系
化
し
、
公

表
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
指
導
を
受
け
た

人
の
状
態
が
ど
の
程
度
良
く
な
っ
た
か
も

観
察
し
、
指
導
法
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
地
域
の
医
療
関
係
者
を
対
象
に
、

病
気
の
予
防
に
関
す
る
勉
強
会
を
年
２
回

程
行
い
、
最
新
の
研
究
成
果
を
医
療
現
場

に
発
信
す
る
こ
と
も
予
防
医
学
の
取
り
組

み
の
１
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
衆
衛
生
学
の
研
究
は
、
結
果
が
出
る

ま
で
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
し
、
よ
う
や

く
結
果
が
出
て
も
、
病
気
と
の
関
連
性
が

明
確
化
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
つ
ま
ず
き
な
が
ら
も
研
究
を
続
け
れ

ば
、
少
し
ず
つ
成
果
が
表
れ
る
こ
と
も
確

か
で
す
。
自
分
が
人
々
の
健
康
増
進
に
貢

献
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
研

究
の
大
き
な
醍だ
い

醐ご

味み

で
す
。

　

近
年
、
ア
ジ
ア

諸
国
で
は
循
環
器

疾
患
に
か
か
る
人

が
増
え
、
深
刻
な

健
康
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
国
々
で
は
公

衆
衛
生
学
の
研
究

が
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
予
防
策
も
十

分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
日
本
の
公
衆
衛
生
学
の
知
見

を
広
く
ア
ジ
ア
諸
国
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
、

本
学
で
は
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム「
ア
ジ
ア
非
感
染
性
疾
患（
Ｎ

Ｃ
Ｄ
）
超
克
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
ま

し
た
。
正
確
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
予
防
策
を
積
極
的
に
海
外
へ

発
信
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。「
ア
ジ
ア
の
人
々
の

健
康
を
こ
の
手
で
守
り
た
い
」。
そ
ん
な

意
欲
に
燃
え
る
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

❶
第
２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

　
　

１
９
７
８
〜
79
年
の
イ
ラ
ン
革
命
の
影

響
で
ア
ラ
ブ
諸
国
の
産
油
量
が
減
少
し
、

石
油
を
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
先
進

諸
国
で
生
じ
た
経
済
的
混
乱
。

❷
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故

　
　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
部
の
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
の
島
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
に
あ
る

原
子
力
発
電
所
で
１
９
７
９
年
に
起
こ
っ

た
、
大
規
模
な
事
故
。

❸
循
環
器

　
　

血
管
、
リ
ン
パ
管
、
心
臓
の
こ
と
。

❹
国
民
栄
養
調
査

　
　

国
民
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め

に
、
国
が
行
う
調
査
。
１
９
４
５
年
に
東

京
都
で
始
ま
り
、
48
年
か
ら
全
国
調
査
と

な
っ
た
。
調
査
項
目
は
、
身
長
や
体
重
、

血
圧
、
食
事
の
内
容
、
運
動
の
状
況
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
。
２
０
０
３
年
に
「
国
民

健
康
・
栄
養
調
査
」
と
改
称
。

❺
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
Ｄ
Ｈ
Ａ

　
　

Ｅ
Ｐ
Ａ
は
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
。

Ｄ
Ｈ
Ａ
は
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
。
常
温

で
も
固
ま
り
に
く
い
性
質
を
持
っ
た
不
飽

和
脂
肪
酸
で
、
サ
バ
や
イ
ワ
シ
な
ど
、
背

の
青
い
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
。

❻
特
定
保
健
指
導

　
　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
の
該
当
者
や
予
備
軍
を
減

ら
す
た
め
、
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
保

健
指
導
。
積
極
的
支
援
と
動
機
付
け
支
援

の
２
段
階
が
あ
る
。

研究の展望

公衆衛生学の知見を
日本から

アジア諸国に発信

用
語
解
説

4
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私
は
高
校
生
の
頃
、
化
学
が
大

好
き
で
し
た
。
特
に
有
機
化
学
の

実
験
に
夢
中
に
な
り
、
大
学
で
も
取
り
組

み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
事
務
の
仕
事
を
し
て
い
た
母
親
の
影

響
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
医
療
関
係
の
仕

事
に
憧
れ
て
も
い
ま
し
た
か
ら
、
大
学
は

薬
学
部
を
選
ん
だ
の
で
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
薬
剤
師
と
し
て
病
院

に
勤
め
ま
し
た
。
患
者
に
服
薬
指
導
を
す

る
中
で
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
へ
の
関
心

が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
公
衆
衛
生
学
を
専
門
的
に
学
ぼ
う
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

高
血
圧
を
引
き
起
こ
す
社
会
的

要
因
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
高
血

圧
は
動
脈
硬
化
や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
危
険
因
子
で
あ
り
、
健
康
に
重
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
た
だ
、
原
因
が

完
全
に
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
予
防
策
を

講
じ
る
に
は
課
題
も
多
い
で
す
。

　

研
究
に
は
、
２
０
１
０
年
の
「
国
民
健

康
・
栄
養
調
査
」
の
結
果
を
用
い
て
い
ま

す
。
高
血
圧
の
人
、
高
血
圧
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人
、
降
圧
剤
に
よ
っ
て
血
圧
が

下
が
っ
て
い
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

学
歴
や
職
業
、
婚
姻
の
有
無
な
ど
を
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
世
帯
年
収
が
２
０
０
万
円

未
満
の
人
に
高
血
圧
が
多
く
見
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
経

済
的
な
厳
し
さ
と
高
血
圧
と
に
は
何
ら
か

の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
に

あ
る
の
か
は
、
調
査
を
受
け
た
全
員
に
対

す
る
長
期
追
跡
の
結
果
を
見
な
け
れ
ば
判

断
で
き
ま
せ
ん
。
長
期
追
跡
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
結
果
が
出
た
時
に
比
較

対
照
さ
れ
る
基
礎
デ
ー
タ
は
今
の
う
ち
に

整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

１
つ
が
、
私
の
現
時
点
で
の
研
究
結
果
と

な
る
の
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
社
会
的
要
因
が
高
血
圧
に

影
響
を
与
え
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
重
点
的
に
注
意
を
呼
び
掛
け
る
べ
き

社
会
的
階
層
も
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
な
属
性
の
人
で
も
、
健
康
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
。
そ
の
大
き
な

夢
に
向
か
っ
て
、
今
後
も
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
を
経
て
再
び
学
問
を
志

し
た
私
は
、
ず
っ
と
大
学
で
研
究

を
し
て
き
た
人
に
比
べ
れ
ば
、
回
り
道
を

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
が

無
意
味
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
研
究
で
は
、
健
康
調
査
を
受
け

た
人
に
電
話
で
症
状
を
問
い
合
わ
せ
る
な

ど
、
医
学
研
究
者
以
外
の
人
と
話
す
機
会

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
専
門
用
語
を
一
般
的
な
言
葉

に
言
い
換
え
た
り
、
相
手
が
話
し
や
す
い

よ
う
に
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
と
い
っ
た
、

相
手
に
合
わ
せ
た
対
応
で
す
。
私
が
そ
れ

を
自
然
に
出
来
る
の
は
、
薬
剤
師
と
し
て

患
者
と
日
々
向
き
合
っ
て
い
た
経
験
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

目
の
前
の
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

こ
そ
、
置
か
れ
た
状
況
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
た
学
び

は
、き
っ
と
後
で
何
か
に
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
今
の
自
分
に
出
来
る
こ
と
に

精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

三
浦
教
授
の
研
究
室
で
の

研
究
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

A

A

A私

大学院生が語る

高血圧を引き起こす
社会的要因を解明したい

●私は、高校では文芸部に所属し、
ミステリー小説を書いていました。部
員の作品を集めた冊子を文化祭で販
売していたので、文化祭の前後には部
員同士による作品の批評会が行われ
ました。自分の作品の欠点を指摘され
て腹が立つこともありましたが、後で
冷静に振り返ると、必要な指摘だっ
たと納得したことも少なくありません。
特に、恋愛小説やファンタジー小説な
ど、私とは異なるジャンルの小説を書
いている部員の意見は新鮮で参考に
なりました。やがて私は、思い付いた
構想やトリックについて、部員によく
感想を求めるようになりました。
　今の研究では、自分の論文や研究
手法などについて、複数の研究者によ
く批評されます。それらの意見を感情
的にならずに受け止められるのは、高
校時代に他者の意見に耳を傾けるこ
との大切さを学んだからこそだと感じ
ています。

の高校時代

佐藤　敦 さん

さとう・あつし　滋賀医科大社会医学講座公衆衛生
学部門博士課程２年。宮城県石巻高校卒業。

文芸部の活動で学んだ
他者の意見を聞く姿勢
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